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図 4 シミュレーション結果 (順応特性)
4. 同時確率，周辺確率の計算
次に，同時確率 p(si \ ej) は式 (1)，周辺確率 p(si) 及び
p(ej)は式 (2)を用いて求める．













p(si \ ej) (2)
5. 相互情報量の計算














応特性を導入していない錐体モザイク (van Hateren) モデルを
用いてシミュレーションを行った．視野角を 1度 (錐体数およそ
1万個)とし，シミュレーション時間を 5秒とした．その時の入
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